
『富山県中学硬式野球協会４０周年記念　講演会・祝賀会』

日 時：令和７年１月２５日（土） １７時より

場 所：ホテルニューオータニ高岡 ３階 万葉・二上（東）の間

出席者：６７人（招待客：１８人、協会員：４９人）

受付は、協会役員のみなさん

役員は、15時30分集合

当日配布の記念品等を封筒詰め

富山県野球協議会の役員である

伊東与二様（左）と大門督幸氏（右）が

開宴前に談笑

開宴を待つ協会員のみなさん



【記念講演会】１７時００分より

＜会長挨拶＞

＜記念講演＞

＜閉会挨拶＞

司会者は那智究理事長

司会者にて講師紹介

当協会のこれまでの活動を振り返られ、当協会の役割を評価していただきました。

ご自身の経験も交え、選手育成における問題点や今後目指すべきことについて、

わかりやすく話していただきました。

講 師：伊東与二氏（富山県野球協議会委員長、富山県高等学校野球連盟参与）

テーマ：若者を育てる ～富山県中学硬式野球協会に期待するもの～

定刻に開会。

森田雅伸会長が

40周年を迎えたことの

感謝とお礼。

副会長の石浦祐一が

お礼のことば

記念講演終了後、祝賀会の会場準備のため、一旦退席。会場の外で待機。



【記念祝賀会】１８時００分より

準備が整い、再び会場内へ

＜開宴の辞＞

自分の誕生年月は

昭和33年8月。

魚津高校の

蜃気楼旋風の時

であり、吉田さんとは

深い縁。

花束贈呈は、山本就彦相談役

吉田氏より

感謝のことば

森田会長よりごあいさつ。

「この場で、前会長の

吉田義夫氏へ、これまでの

ご功績に対し、花束贈呈

の場を設けたい。」とサプライズ発言。急遽、吉田氏に登壇いただく。



＜祝辞＞

＜祝電披露＞

次の方より、メッセージおよび祝電を賜り、司会者にてご披露。

・夏野　修 砺波市長

・夏野元志 射水市長

・菊地正寛 氷見市長

・桜井森夫 小矢部市長

・舟橋貴之 立山町長

・笹島春人 入善町長

＜乾杯＞

藤井裕久富山市長

「中学時代の野球指導者は、伊東与二さん」

と思い出を語られ、当協会への激励の言葉を

賜りました。

※角田高岡市長は公務のため、遅れて出席。

出席された時点で祝辞

乾杯のご発声は大門督幸氏

（富山県野球協議会副会長、JABA富山県野球連盟会長、

伏木海陸運送株式会社代表取締役社長）

「地元で野球を続けられるよう、社会人の受け皿として

頑張らせていただいております。いい選手を育て送り

届けてほしい。」とのご要望



＜歓談＞

18：40頃に角田悠紀高岡市長が会場入り。拍手でお出迎え。

一旦着席するも、すぐ祝辞。

お酒は「飲み放題」

料理は「ビュフェ」方式。（スポーツマンの集まりの為、あっという間に無くなり、追加。）

招待者席は、名刺交換など盛んに情報交換を。

会員席は和やかに空腹を満たしています。

野球の経験はありませんが、

東京ドームで始球式をさせていただき

伏木海陸さんに感謝。

ボールパークでも始球式。

次は、高岡商業さんに甲子園に

連れてってほしい。

※「母校じゃだめか？」

（高岡第一の村本監督よりつっこみが）



＜招待者紹介＞

＜各クラブ紹介＞

司会者にて、招待者お一人お一人紹介。紹介された方は、その場で立ち、みなさまに会釈。

最後に、「読売ジャイアンツ女子チーム」

東ここあさん。

※芳野中学時代に「高岡あさひ」の

選手として、第５５回大会出場

壇上にあがっていただき、スピーチ。

「応援・ご支援お願いします」

「高岡クラブ」の

石浦代表、出村監督より、

東さんに激励の言葉。

司会者にて、各クラブの特色を紹介。各クラブ員は、その場で立ち、みなさまに会釈。



＜中締め＞

［配布物］

タオル 　　せんべい　　式次第　　　　　来場者一覧表

鎌仲正寿副会長にて、

中締めのご挨拶




